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1907（Ｍ40）．２．４訂正再版 Ｍ40．２．20 田村虎蔵『オルガン教科書』２巻，安井清 ○




1915（Ｔ４）．４．２訂正再版 Ｔ４．４．15 中田章『オルガン教科書』共益商社書店 ○












1917（Ｔ６）．３．１訂正再版 Ｔ６．３．20 開成館音楽課『実用オルガン教本』三木佐助 ○







1923（Ｔ12）． 12． 12 再修 35
版
Ｔ13．２．16 共益商社書店『オーガン教本』共益商社書店 ○



























1933（Ｓ８）．９．15修正再版 Ｓ８．10．３ 小笠原良造『新選ピアノ教本』大倉克次 ○
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出典 文部省『師範学校中学校高等女学校 使用教科図書表 明治 43年度』1912年，142-147頁（『師
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